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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2023 年２月 22 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

 

2024 年２月期通期連結業績予想数値の修正 

（2023 年３月１日～2024 年２月 29 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

34,500 

百万円 

1,400 

百万円 

1,600 

百万円 

700 

円 銭 

75.83 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 31,800 1,120 1,800 1,130 122.41 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,700 △280 ＋200 ＋430  

増 減 率            （％） △7.8％ △20.0％ 12.5％ 61.4％  

（ご参考）前期実績 

（2023 年２月期） 
30,333 523 1,046 615 66.19 

 

修正の理由 

 わが国経済が正常化するなか、東南／南アジアおよび北米等海外での販売数量増および全般的な販

売価格の上昇により 2024 年２月期第４四半期累計期間の売上高および営業利益は前年を上回る見通

しとなりました。しかしながら、中国では不動産問題や内需回復の遅れ、日本では素材および合成潤

滑油の主要顧客における需要減等の影響により売上高および営業利益は、予想を下回る見通しとなっ

ております。 

一方で、無錫德松科技有限公司の中国政府の要請による工場用地収用に関する補償金の受取りによ

り、2024 年２月期第３四半期累計期間に持分法による投資利益として 151 百万円を、さらに 2023 年

９月 28 日に同社を完全子会社化したことにより段階取得に係る差損として 34 百万円を特別損失に、

負ののれん発生益として 285 百万円を特別利益に計上しております。また、当社は、為替変動により

為替差益 292 百万円を営業外収益として計上いたしました。これらの要因により、経常利益および親



会社株主に帰属する当期純利益は予想を上回る見通しとなっております。 

 このような状況を踏まえ、2024 年２月期通期連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績はこの後もさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


